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雑

一
年
百
磁
の
割
合
を
以
て
計
算
し
、
随
て
年
額
十
六
寓
隊

内
外
に
議
す
，
r-
一おふ。

次
に
英
蔚
銀
行
t
ζ

流
動
及
川
俊
之
の
閥
係
を
見
る
に
、
此
一

紡
仁
就
て
実
関
鋭
行
の
重
要
な
為
任
務
は
流
動
n
公
債
の
畿
一
一
(
水
稿
は
「
グ
オ
タ
リ

l
、川
V

ヨ
l
h
J
ル
、
ヲ
プ
、
品
コ
ノ
ミ
ッ
ク
ス
し
千
九
百

行
を
数
人
リ
、
世
間
に
英
融
越
の
議
を
求
め
し
む
る
に
在
よ
り
一
一
九
年
五
月
械
に
於
て
、
米
関
寸
ハ
1
ゲ
ア
1
ド
九
大
嶋
一
助
教
授
ス
プ
レ
ー
グ

千
八
百
六
十
六
年
の
合
計
総
例
は
出
納
統
券
(
肘

M
R
F
2
7
一
時
が
、
目
下
懸
案
中
な
あ
米
問
中
央
銀
行
開
館
一
品
別
L
℃
下
せ
る
批
一
併
を

母
国
ロ
コ
と
出
納
手
形
(
肘
凶
n
v
m
官
。
叶
凶

8
3
Eの
聞
に
直
一
抄
諜
し
た
る
告
の
な
り
V

別
を
設
け
大

b
。
査
し
後
者
以
千
八
百
五
十
一
一
一
年
始
め
て
一
米
閣
に
於
け
る
中
央
銀
行
設
立
の
議
以
、
一
苅
潟
市
彼
の
閥

グ
一
プ
吋
ノ
ド
ス
ト
l

y
阻
ん
に
依
て
議
行
せ
ら
れ
、
議
行
後
或
一
信
用
機
関
の
不
備
な
る
、
業
運
用
仁
践
駄
を
生
ポ
ノ
る
と
と

る
年
数
の
問
に
償
還
せ
ら
れ
、
定
率
の
利
子
を
付
す
る
に
一
甚
だ
多
く
且
つ
一
朝
恐
慌
に
際
し
て
は
会
く
お
機
能
を
失

反
し
、
前
者
拡
凶
庫
に
於
て
、
毎
凶
小
必
ず
季
に
市
川
柳
の
利
一
び
、
会
経
約
一
枇
舎
に
炎
、
容
を
及
ぼ
す
乙
と
劇
烈
な
み
に
組

子
歩
令
に
幣
b
て
、
利
率
を
・
定
む
。
以
上
三
樹
の
競
歩
の

h

倒
ず
る
唱
の
に
し
て
、
近
来
殊
に
千
九
一
白
レ
七
年
の
恐
慌
以

外
広
千
八
百
レ
む
十
お
年
始
め
て
夜
行
せ
ら
れ
枇
る
大
獄
省
来
盆
々
世
間
の
抗
意
を
訟
を
、
親
仁
少
数
な
が
3

・
り
有
力
な

続
券
な
る
も
の
あ
ム
ッ
、
十
二
箇
月
叉
拡
之
よ
I
り
短
か
を
時
る
銀
行
業
者
決
び
…
部
の
人
士
に
依
て
熱
必
仁
唱
滋
せ
ら

期
を
限
っ
て
殺
行
せ
ら
る
、
を
以
て
隷
特
色
と
す
。
及
品
等
れ
つ
h
あ
'ho
国
よ
t

ワ
是
等
の
納
容
に
到
し
て
米
関
の
鉄

各
種
の
談
集
仁
謝
し
て
、
英
樹
銀
行
の
然
、
ず
俗
務
は
仰
れ

A

付
が
認
り
る
保
設
の
純
定
以
、
他
の
諸
凶
に
於
け
る
よ
・
6

電
同
一
に
し
て
、
毎
年
十
二
月
一
日
現
症
の
手
形
鐙
歩
一
白
号
精
療
u
A
つ
多
様
な
る
と
共
仁
、
銀
行
は
信
用
上
の
依
務

部
勝
に
付
を
二
百
傍
の
割
合
を
以
て
、
問
庫
よ
t
p
手
数
料
仁
一
謝
し
て
、
側
関
西
を
除
を
他
の
諸
制
の
銀
行
よ
t
り
も
多

を

収

受

す

る

対

も

の

と

す

。

(

究

)

額

の

皆

、

敵

併

を

保

持

す
7
ζ

縦
述
、
日
児
院
側
思
・
仁
外
観
の
安
金
抑
制

銭

66 

'i 
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量 1

同
七
六

米
関
中
央
銀
行
設
立
問
題悶

1場

B 、守

問
を
示
す
仁
遇
、
き
・
ヂ
し
て
、
資
際
を
見
れ
ば
貸
付
歩
合
の
一
特
徴
と
認
め
、
究
費
際
に
英
武
ゐ
る
に
於
〈
を
や
。

純
明
勤
は
他
の
諸
制
聞
に
於
け
る
よ
I

り
q
劇
し
を
の
み
な
ら
中
央
銀
行
の
金
一
棚
上
に
於
け
る
数
附
削
減
の
如
し
と
雌
活

安
、
真
仁
義
だ
し
き
に
笠
て
は
、
開
立
銀
行
創
立
以
来
前
五
日
人
以
之
を
以
て
直
に
米
閣
に
於
け
る
中
央
銀
行
に
同
…

後
一
一
一
問
削
む
千
八
百
七
十
三
年
、
千
八
有
九
十
三
年
双
山
ω
一
の
数
回
水
ゐ
る

E
を
信
ヂ
る
を
得
、
歩
、
悲
し
欧
洲
諸
闘
と
米

千
九
百
O
レ
心
年
の
恐
慌
じ
ー
蛍
て
米
関
の
銀
行
中
文
挑
-K
停
…
閥
trn
の
悶
仁
自
ら
事
情
を
異
に
す
る
も
の
q

の
れ
ば
な

tq、

止
し
食
る
が
も
の
少
な
し
と
せ
ヂ
。
一
一
彼
の
米
大
陸
の
、
問
土
秘
め
て
疏
淵
な
る
、
仰
木
し
て
能
く

徽
て
外
側
中
央
銀
行
の
紋
践
を
見
る
仁
、
中
央
銀
行
、
紘
一
中
央
銀
行
の
欽
巣
を
合
わ
ら
し
り
る
や
ぼ
や
、
或
拡
隊
凶
/

閥
邸
機
関
と
し
て
捌
庫
金
迩
則
の
衡
に
賞
L

リ
、
潟
め
仁
米
一
仁
於
け
る
経
験
を
以
て
共
数
如
水
を
深
測
し
得
る
が
如
し
と

附
郷
立
闘
旅
制
定
の
下
広
於
け
る
が
如
な
資
金
の
込
治
を
級
以
υ
、
雨
欄
間
に
い
於
け
る
信
用
制
度
談
議
の
桂
皮
及
ば
其

防
ぎ
、
紙
館
山
殺
行
の
織
を
収
め
て
通
貨
の
伶
仰
刊
を
自
在
な
政
織
り
利
呉
川
μ
、
彼
の
例
を
以
て
砲
に
之
に
越
附
加
す
る
を

ら
十
日
向
、
、
恐
慌
仁
一
際
し
て
料
、
平
時
保
守
若
笠
宮
回
目
と
せ
符
歩
、
岡
ょ
ん
J

錨
聞
及
ぴ
数
巣
の
問
題
に
就
〈
は
各
人
謀

る
経
齢
制
方
針
を
a

取
れ
る
結
県
と
し
て
、
自
由
仁
貸
付
の
諸
説
を
異
仁
し
、
議
論
の
岐
る
、
府
側
な
れ
ど
も
、
彼
の
文
治

米
仁
熔
b
、
夫
他
銀
行
bv-
お
話
し
て
共
同
的
動
作
仁
出
で
数
の
如
を
、
籾
側
、
例
諮
問
の
中
央
銀
行
に
於
て
は
五
百
を

し
む
る
を
幣
と
す
。
印
私
外
闘
に
於
け
る
中
央
銀
行
以
米
以
て
足
れ
よ
ツ
と
す
る
場
合
応
、
米
側
の
中
央
鉛
行
以
数
千

闘
ド
於
吋
ゐ
金
融
上
の
病
症
を
救
験
す
る
仁
鏑
常
な
る
機
の
文
応
を
設
け
て
、
始
め
て
一
般
仁
中
央
削
除
行
の
州
以
来
、
営

聞
な
る
乙
と
明
白
ド
し
て
、
米
閣
に
於
て
中
央
銀
行
設
立
普
及
す
る
を
俗
べ
し
。
而
し
て
斯
く
文
応
を
設
け
た
る
鋭

的
永
の
抗
出
せ
ら
ゐ
ー
ち
も
亦
放
な
ぎ
に
非
歩
、
況
や
欧
州
側
諸
令
下
、
地
方
銀
行
業
者
旬
以
鈎
を
蒙
る
は
勿
論
法
し
訟
0
・

閣
の
略
者
訟
に
資
際
家
の
問
h
L
中
央
銀
行
を
目
し
て
完
ふ
山
本
応
綜
如
何
に
し
て
斯
く
法
隔
の
地
方
仁
在
る
文
応
を
監

仁
緩
怒
し
み
仏
る
銀
行
制
皮
仁
於
て
必
製
鉄
く
可
か
ち
合
る
督
統
御
す
可
を
や
。
戒
は
加
捺
陀
仁
於
け
る
先
例
の
如
を

ー

;、

6'1 

騨;

鍬

• 
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日
七
七
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強

ブ
也
凡

銭

関
取
〈
以
〈
撚
周
じ
得
ぺ
舎
が
如
し
と
雌
句
、
異
な
る
悦
貨
は

a

、
一
閥
取
引
上
の
欣
一
総
を
完
全
に
知
悲
し
将
来
を
先
日
ル

の
業
務
を
錯
し
、
関
て
近
住
重
大
な
る
米
凶
各
地
方
の
文
ず
る
の
必
要
あ
る
可
し
と
雌
も
、
是
れ
は
米
関
に
於
て
殊

貯
に
却
し
て
は
試
に
之
公
務
ず
を
得
お
J
O

叉
本
文
府
間
に
に
悶
難
を
強
ゆ
る
虎
探
る
可
く
、
農
業
地
方
の
諸
州
が
来

於
け
み
資
金
城
山
巡
の
防
止
凡
る
も
h

a

取
引
の
行
は
る
1
B

絡

部

金

融

中
v
山
地
化
る
諸
州
に
部
し
ぐ
懐
く
不
信
一
蹴
謝
の
戚

悶
成
を
斜
リ
旬
、
前
日
の
倦
業
締
明
後
に
後
浴
し
て
、
次
日
の
情
の
'
却
を
、
仮
令
ぴ
現
在
に
於
て
は
漸
次
其
度
生
滅

b
つ

傍
疑
問
始
前
に
共
到
若
宮
期
す
る
が
'
知
念
敏
活
の
措
置
を
つ
あ
t
り
と
一
万
び
な
が
ら
、
倫
ほ
決
し
て
忽
に
す
可
わ
ら
か
』

潟
ず
乙
fr賂
く
、
憾
で
各
支
版
以
常
に
資
金
を
準
備
し
世
一
る
唱
の
な
ム
リ
。
山
間
ほ
減
る
地
方
的
制
念
を
総
件
〈
、
従
来

く
を
必
廷
と
す
可
し
、
加
』
か
る
に
他
銀
行
が
共
不
時
の
涜
一
一
般
の
不
信
及
川
内
反
成
を
資
へ
る
米
間
金
融
の
常
業
者
ど

金
の
祇
付
に
燃
が
る
匁
め
、
中
央
銀
行
に
依
頼
す
る
所
は
以
て
、
世
人
は
果
し
て
中
央
銀
行
総
鋒
の
局
に
経
く
に
溺

欧
洲
諮
問
仁
於
け
る
よ
F

り
も
大
な
る
可
く
、
小
側
聞
に
於
け
ず
ゐ
者
と
す
る
や
小
川
口
や
、
或
は
彼
等
の
外
に
縄
蛍
の
候
補

る
が
如
く
、
人
然
的
に
泊
中
備
金
念
集
中
せ
し
り
る
は
甚
だ
者
J

め
ん
や
否
や
、
是
等
の
貼
に
脱
あ
る
以
上
は
俄
A

ザ
以
中

間
難
じ
し
〈
、
冷
静
の
要
求
州
債
務
に
比
例
し
〈
多
額
の
央
銀
行
を
設
立
す
J

る
宅
、
一
方
仁
却
て
廿
河
川
肉
強
上
の
機
能

給
備
金
を
所
有
せ
ぴ
る
ぺ
わ
ら
か
}
る
乙
之
、
鋳
る
可
し
。

+
V
L
-

来
持
し
、
共
作
用
を
無
用
な
ら
し
り
る
じ
湿
る
乙
と
な

第
一
一
の
悶
難
は
、
税
措
銀
行
所
在
地
の
絡
悶
の
大
な
る
を
や
}
保
す
可
わ
ら
や
じ
る
な
λ
ソ
O

ょ
ん
生
ポ
ノ
み
困
難
と
綴
擦
な
る
関
係
を
有
す
る
"
も
の
な
若
し
も
中
央
銀
行
設
立
仁
削
測
す
る
反
到
に
し
て
、
以
上

6
0
仰
や
り
米
関
谷
州
問
に
於
け
ぷ
綴
・
締
約
一
的
効
に
は
積
々
の
諮
紡
C
止
ま
る
唱
の
忍
ら
ん
わ
、
法
等
は
銀
行
制
皮
じ

の
艇
あ
J

ワ
、
英
殺
治
程
度
母
国
持
な
1
9
、
交
資
本
の
菩
杭
に
於
け
る
念
徴
な
る
幾
動
に
伶
っ
て
苑
が
れ
灘
公
刃
も
の
な
れ

関
し
て
相
遣
す
る
所
あ
L
ツ
と
す
れ
ば
、
中
央
銀
行
が
能
く
ば
、
深
く
滋
に
介
す
る
を
要
せ
タ
。
是
等
の
反
濁
b
c
以
て
、

此
聞
に
爆
し
て
機
宜
に
漉
し
た
る
方
策
を
賛
行
ず
る
に
今
日
米
間
の
銀
行
制
皮
に
銚
け
、
光
る
設
問
と
効
用
と
の
一
一

四
四
四
回
目

.. 

~‘ . 
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要
件
を
中
央
銀
行
の
設
立
に
依
て
・
賢
現
ず
る
の
事
貨
を
汚

2
・
共
仁
後
惑
し
、
現
今
仁
於
て
は
徐
備
金
は
、
主
と
し
て

定
す
る
を
得
・
ヂ
。
況
は
人
は
是
よ
t

り
各
闘
中
央
銀
行
の
管
単
純
育
英
他
の
滋
・
術
市
仁
於
け
る
銀
行
の
保
布
ず
る
所
に
係

す
る
職
務
を
緋
究
し
、
以
て
米
問
中
火
銀
行
の
数
防
水
を
論
一

v
心
、
斯
ゐ
絡
備
金
集
中
の
傾
向
似
欧
州
諸
問
と
米
閣
と
の

泌

す

可

し

。

一

間

ド

於

て

英

外

伽

慨

を

附

ふ

す

れ

と

号

、

異

質

質

主

怠

J
K

拡

欧
州
側
諸
闘
に
於
け
る
中
央
銀
行
の
特
殊
獅
務
は
、
之
を
一
問
者
の
別
大
に
註
お
宮
製
品
qJ
可
営
唱
の
あ
1
り
。
邸
主
A

倒

分
も
て
(
ご
倒
防
事
務
の
管
阜
、
(
二
)
紙
幣
殺
行
機
の
一
，
準
備
市
の
銀
行
以
、
隊
洲
の
中
央
銀
行
fζ

異
な
ιり
、
共
安

部
叉
以
丸
信
部
一
樹
出
仁
出
る
逝
貨
の
支
配
、
(
一
一
一
)
他
銀
行
の
径
を
軽
脱
し
、
信
然
採
る
べ
な
の
方
策
を
了
解
せ
か
』
る
の
'

埠
備
金
保
十
仰
に
由
ム
リ
一
間
信
用
組
繊
の
基
礎
化
ゐ
山
質
経
の
事
官
ゐ

6
、
加
ふ
る
仁
米
凶
仁
於
け
あ
路
備
金
の
集
中
川
μ
、

一ニー
ι匁
ず
を
斜
。
就
中
最
後
の
職
分
は
、
中
央
銀
行
が
他
民
・
仁
実
大
勢
仁
腕
倒
せ
ん
と
す
る
ト
ト
止
ま
L

リ
、
米
だ
欧
側

銀
行
の
泳
備
金
を
保
惜
し
、
他
銀
行
以
平
時
呉
準
備
金
子
、
.
仁
於
け
る
が
如
く
…
成
仁
集
中
す
る
仁
一
企
ら
み
が
ノ
、
隙
て
銀

自
行
仁
所
'
…
仰
せ
歩
、
必
裂
を
牛
一
ホ
ノ
る
に
随
て
、
中
央
銀
行
行
の
有
す
る
貸
住
宅
亦
甚
だ
鋭
然
大
る
宮
苑
か
れ
歩
。
此

ょ
ん
預
金
を
引
出
し
、
成
純
一
時
割
引
、
貸
付
の
・
訟
に
依
J
L

欧
州
よ

b
凡
る
母
、
準
備
市
仁
於
川
り
る
数
多
の
銀
行
業
者
の

資
金
の
一
献
泌
を
仰
?
が
お
め
仁
生
ホ
J

H

ゐ
"
も
の
仁
し
て
、
中
協
力
に
侠
つ
よ

b
も
、
寧
ろ
中
央
銀
行
を
設
立
し
…
銀
行

央
銀
行
以
一
側
、
単
備
金
の
集
中
所
F

と
な
ム
ツ
、
或
る
捻
味
に
い
ト
於
り
ふ
少
数
の
政
事
者
仁
依
て
布
効
な
る
行
動
を
潟
す

於
て
中
央
銀
行
の
職
務
は
唯
此
一
駄
に
存
ず
る
と
お
ふ
H
U

方
、
米
凶
の
制
度
を
改
良
す
る
の
殺
な
る
乙
と
切
な

b
、

太
滋
な
を
の
観
あ
ιり

止

す

。

然

れ

ど

り

℃

米

側

一

ド

於

て

、

中

央

銀

行

を

新

設

し

従

る

勝

雄
備
会
の
集
中
以
中
央
銀
行
の
滋
態
と
共
に
、
各
闘
に
下
、
敵
側
諸
制
附
仁
於
け
る
と
阿
…
の
総
皮
に
於
て
能
・
，
備
金

行
綜
る
、
院
な
る
が
、
米
閣
に
於
て
宅
此
趨
勢
眠
、
南
北
わ
な
・
品
集
中
す
る
は
て
り
れ
い
問
な
1

り
、
議
し
米
側
の
銀
行
が
i

勝
争
以
前
よ
み
其
萌
芽
を
滋
し
、
倒
立
銀
行
制
度
の
創
設
欧
州
側
広
倍
加
せ
る
澱
金
債
務
を
負
ひ
、
.
加
ふ
る
仁
蹴
土
の

a
F

・

1

t

o

t

'

f

・

、

• 
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〕
八
O

面
積
‘
蹴
る
康
く
、
銀
行
の
激
亦
多
き
以
上
は
、
中
央
銀
行
最
後
に
一
の
注
目
を
一
袋
ず
る
は
イ
悶
庫
金
砥
扱
及
ぴ
紙
幣

が
瓦
綴
の
路
備
金
を
保
有
す
る
の
必
袋
あ
る
は
勿
論
に
し
議
行
溺
占
の
二
職
務
は
中
央
銀
行
の
漣
加
を
有
効
な
ら
し

て
、
二
々
に
的
中
備
金
の
集
中
と
共
に
、
中
央
銀
行
に
於
け
一
り
る
償
値
あ
る
要
素
に
は
相
綾
な
け
れ
ど
も
、
必
ヂ
し
信

る
器
禁
資
金
並
に
取
引
の
絡
凶
仁
披
張
芝
川
コ
ん
か
、
英
一
呉
川
邸
周
の
必
要
飾
件
に
非
合
る
事
赴
れ
な
L
ッ
、
印
十
り
閥
時
帰

鋒
業
は
危
険
な
る
状
態
に
隠
ゐ
子
と
あ
ゐ
可
し
。
定
れ
ば
一
-
令
一
の
機
市
以
往
々
少
額
仁
し
て
以
て
絡
む
に
u
A
ら
な
る
乙

欧
洲
諸
問
仁
一
於
け
る
が
如
く
、
中
央
銀
行
の
み
準
備
金
乞
で
と
あ

ι、
叉
紙
幣
夜
行
桃
の
加
を
、
英
関
銀
行
の
質
例
ド
ド

保
有
甘
み
少
、
現
行
の
様
皮
に
於
て
、
他
銀
行
が
埠
備
金
を
一
一
就
て
見
れ
ば
紙
幣
は
事
資
金
設
怨
に
外
な
ら
診
る
が
故

保
持
す
る
い
L

於
て
は
、
中
央
銀
行
は
柳
か
業
責
任
を
終
く
一
に
、
後
行
械
は
多
く
周
を
然
ヨ
ナ
、
叉
中
央
銀
行
が
紙
幣

し
、
然
活
他
銀
行
は
自
己
の
徐
備
金
を
鶴
業
上
仁
供
用
し
の
形
態
J

ど
以
1
、
、
信
用
を
搬
総
ず
る
を
得
る
闘
に
於
て
が
も

州
仰
ぎ
る
け
も
の
と
認
む
λ
唯
一
方
に
、
資
金
に
到
し
て
不
時
の
徐
借
金
政
策
費
行
の
匁
め
に
行
ふ
方
針
は
英
樹
銚
行
と
間
決

需
要
あ
る
時
仁
は
、
中
央
銀
行
に
融
通
古
依
頼
ず
可
く
叩
別
な
ら
合
る
な
'bo

く
し
て
、
中
央
銀
行
の
勢
・
刀
の
失
墜
を
防
ヤ
を
得
ぺ
き
な
吾
人
は
以
下
、
中
央
銀
行
の
職
分
を
(
ご
平
時
、
(
ニ
)

J
0
・0

一
見
に
中
央
銀
行
は
預
金
を
無
利
子
と
し
て
能
く
、
中
静
減
湖
、
(
一
一
一
)
恐
慌
期
の
一
一
一
刻
に
隠
別
し
、
各
時
期
に
於

央
銘
・
部
市
並
に
惣
備
市
に
於
け
る
銀
行
の
利
付
預
金
吸
牧
け
ふ
中
央
銀
行
の
政
策

k
究
め
、
米
闘
に
於
て
問
視
機
能

に
封
抗
し
得
る
や
汚
や
は
、
来
よ

b
一
闘
が
商
業
上
の
使
の
感
剤
、
乞
見
み
を
得
べ
を
や
否
や
を
論
性
ん
と
す
。

宜
を
重
ん
ム
グ
る
の
念
慮
と
他
銀
行
資
カ
の
終
皮
と
に
依
て
(
ご
平
時
に
於
け
る
中
央
銀
行
の
職
分

定
ま
る
唱
の
に
し
て
、
一
般
仁
川
被
論
を
下
す
を
得
診
る
号
、
一
中
狩
に
が
、
け
る
中
央
銀
行
の
業
務
以
、
品
共
性
質
比
較
的

今
日
の
程
度
に
於
て
は
預
金
の
一
部
は
、
必
安
中
央
銀
行
単
純
に
し
て
且
つ
二
ル
ん
の
規
徐
を
綴
み
、
他
銀
行
の
業
務

に
務
ら
・
下
し
て
、
他
銀
行
の
態
中
仁
惚
ま
る
事
明
か
な

b
、
に
比
し
て
大
差
あ
る
乙
と
な
し
。
中
央
銀
行
以
滋
常
松
A
ザ

機

総

‘ d 

の
規
定
、
叉
は
健
全
な
る
銀
行
業
の
原
則
に
依
〈
、
総
て
織
す
る
と
同
時
に
、
他
銀
行
の
援
態
及
ば
閥
際
的
金
融
市

第
一
等
の
目
的
物
に
濁
し
て
貸
付
及
び
投
資
宏
行
ふ
を
常
坊
の
緩
燥
の
結
呆
-
一
般
に
二
十
年
前
と
比
較
し
く
、

と
す
、
此
方
針
を
取
る
は
、
金
融
上
の
事
縫
に
際
し
、
悲
多
額
の
準
備
金
堂
備
ふ
る
じ
歪
れ
ら
'o
斯
く
敵
洲
仁
於
〈

等
の
資
産
が
符
日
併
に
取
立
刀
ん
は
同
牧
し
得
る
が
斜
め
に
非
弘
、
中
央
銀
行
は
、
恐
慌
時
に
於
け
る
一
閥
資
金
の
貯
識

や
ノ
し
て
、

48ろ
中
央
銀
行
の
基
礎
を
敢
闘
な
ら
し
む
る
が
所
、
食
ら
ん
が
潟
め
、
卒
時
仁
於
て
駄
薬
会
カ
宮
製
げ
て
資

矯
め
に
外
な
ら
ヤ
J

、
思
ふ
仁
中
央
銀
行
川
私
立
(
牧
賃
上
、
一
金
の
融
泌
を
行
は
ぎ
る
を
以
〈
、
他
銀
行
以
常
に
貸
付
能

間
金
融
市
場
の
文
枝
と
な
る
ρ
も
の
な
れ
、
ほ
、
金
融
上
の
事
力
を
滋
く
し
て
、
共
紋
を
術
ふ
設
仁
於
く
か
貸
付
能
力
じ

幾
仁
一
際
し
、
友
貸
付
及
ば
投
資
を
問
状
す
る
が
如
を
は
、
何
等
俗
格
を
見
知
己
る
乙
と
1
h

潟
』
り
、
米
閥
銀
行
制
皮
の
弱

中
央
路
備
金
集
中
制
度
の
原
則
に
反
す
る
の
甚
し
を
唱
の
鮎
と
銭
ら
芯
る
b
L
得
ポ
J
O

従
来
中
央
銀
行
が
他
銀
行
?
と
競

に
し
て
、
寧
ろ
斯
る
場
合
ド
は
中
央
銀
行
は
混
ん
で
立
(
袋
争
す
・
る
や
、
他
銀
行
の
資
力
快
A

之
せ
ゐ
時
仁
中
央
銀
行
に

付
を
地
加
せ
し
め
芯
ゐ
可
か
ら
-Vo
設
に
於
て
が
中
央
銀
一
於
て
之
を
得
る
仁
苦
し
ま
S
yり
し
が
、
近
年
西
欧
尚
閥
仁

行
は
一
般
の
信
用
を
硲
保
す
み
潟
め
、
立
(
業
務
を
保
守
に
一
於
て
は
中
央
銀
行
は
増
加
す
る
銀
行
業
務
の
}
小
部
分
を

し
、
怒
用
の
俗
学
ど
期
す
ゐ
の
必
要
を
生
水
/
可
く
、
叉
其
…
挙
る
に
過
ぎ
中
y
o
中
央
銀
行
の
業
務
は
次
第
仁
川
他
銀
行
の

資
任
を
会
ふ
せ
ん
が
潟
め
に
は
、
信
用
俗
務
に
濁
し
て
多
一
銭
め
仁
、
設
食
せ
ら
る
-
、
に
歪
れ
F

り
、
い
沼
崎
英
関
銀
行
が

額
の
腕
時
備
金
を
必
袈
と
す
る
じ
去
る
り
し
。
允
も
此
準
備
…
英
利
時
窓
先
仁
川
到
し
て
は
特
に
必
定
沙
令
仁
依
ら
み
y
市
場
利

金
の
割
合
仁
川
腕
て
け
い
、
一
問
問
の
経
憐
放
路
及
川
ω
葉
一
一
信
用
組
一
卒
b
v
一
泊
則
す
る
が
如
を
亦
此
大
勢
佐
氾
・
止
せ
ん
と
す
る
が
も

織
の
大
小
如
何
仁
依
〈
異
な
る
所
あ

b
、
抱
合
な
る
二
ル
…
の
仁
外
な
ら
・
下
J
O

成
以
爪
判
定
歩
合
を
市
場
利
率
の
溜
皮
じ

不
動
の
比
務
ー
を
丸
山
山
す
能
は
診
る
一
則
440
近
来
各
闘
の
安
引
下
げ
、
以
て
此
不
便
bq-
除
か
ん
と
の
統
あ
れ
ど
宅
、
此

引
例
仁
徴
す
る
に
、
各
中
央
銀
行
拡
能
く
自
己
の
責
任
を
認
紡
仁
川
悦
て
は
、
多
年
の
慣
例
坪
乎
と
し
て
抜
く
一
円
か
ら
歩

長

〕

凡

日
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目
公
定
歩
合
の
引
下
は
織
で
市
場
利
卒
の
引
下
を
お
鎚
す
可
れ
ば
ぺ
之
ょ
ん
閥
成
金
取
扱
及
ぴ
紙
幣
務
行
の
ご
職
務
に

く
結
局
所
期
の
目
的
を
建
ず
る
ζ

ー
と
難
や
る
可
し
。
然
れ
-
-
就
て
紛
品
ぜ
ん
仁
、
一
苅
束
中
央
銀
行
が
閥
版
金
の
取
扱
を
管

ど
宅
一
方
中
央
銀
行
の
安
係
は
、
他
銀
行
の
業
務
機
張
殊
一
撃
す
る
以
上
肢
政
府
は
之
が
翁
め
に
山
引
用
を
節
約
し
得
る

に
最
近
毎
季
節
米
仁
於
け
る
諸
積
す
〈
掛
り
桁
終
及
び
信
用
一
一
拡
勿
論
、
伎
の
郷
立
附
咋
制
度
の
下
に
於
け
る
資
金
一
需
給

取
引
の
琳
加
と
共
仁
設
大
I
f
L

斜
ん
，
、
最
近
数
年
間
各
年
米
一
の
不
投
入
官
M
A
ば
金
融
の
疏
通
L
L
傷
害
す
ふ
の
山
お
か
』
除
く
わ
丸

二
週
間
に
於
け
る
、
笑
蘭
銀
行
貸
出
荷
が
一
小
賃
貸
出
荷
の
…
得
べ
し
o
議
し
闘
肱
の
牧
入
、
支
出
に
却
滋
い
に
ん
に
は
、

学
仁
上
る
千
五
百
鴻
砂
以
上
の
増
加
級
生
不
し
、
初
逸
品
w
一
市
中
初
引
・
歩
合
以
資
金
の
消
泌
総
と
共
に
、
会
定
歩
令
に
扱

倒
銀
行
に
於
て
唱
亦
同
一
の
事
賀
子
a

今
一
ー
チ
。
今
同
の
同
銀
一
v
悲
し
来
る
可
く
、
斯
く
て
中
央
銀
行
の
割
引
業
務
以
鍵
犯

行
業
例
改
圧
に
際
し
、
各
容
米
に
於
て
ん
撚
税
制
限
外
紙
似
山
一
，
と
潟

b
、
資
金
の
死
滅
を
防
十
止
符
れ
ば
な
J

ハノ
O

今
日
各

滞
緩
を
必
裂
と
す
る
の
統
ゐ
る
も
亦
倒
然
な

b
と
せ
歩
。
一
山
闘
の
珠
算
以
収
支
組
合
の
原
則
乞
命
軍
し
て
、
編
成
せ
ら

欧
訓
諮
問
に
於
て
悦
に
、
中
央
銀
行
の
業
務
以
日
々
悶
難
了
?
を
以
て
、
合
計
年
度
の
終
期
丸
似
戦
締
役
償
援
行
後
，

を
加
ふ
る
際
、
俄
仁
米
関
仁
中
央
銀
行
設
立
せ
ら
れ
大
九
一
を
除
雪
、
多
額
の
牧
人
剰
俄
の
・
存
ず
る
場
合
甚
だ
少
な
し

ょ
」
し
て
、
既
設
の
有
力
な
る
銀
行

t
競
争
す
る
仁
於
て
は
一
一
随
て
中
央
銀
行
の
資
任
及
ば
能
力
院
、
閥
庫
金
取
扱
約
九
%

中
央
銀
行
の
生
命
、
花
る
最
上
の
絡
栄
&
困
難
な
ら
し
h
u
可
一
め
に
異
常
な
る
程
度
に
増
強
ナ
る
事
な
ぬ
?
と

M
時
仁
、
関

く
、
加
之
怒
大
な
る
我
信
用
組
織
は
常
仁
中
央
銀
行
の
栄
一
応
金
け
い
大
慨
に
於
て
規
則
氏
し
く
態
別
せ
ら
る
、
を
以

務
に
能
動
を
災
ぼ
し
て
巴
設
才
る
可
し
、
況
や
米
側
仰
は
本
一
て
、
銀
行
は
務
め
需
要
の
起
る
時
を
察
し
て
、
以
て
閣
時

京
農
業
闘
い
K

し
て
、
投
機
必
舵
肢
を
桜
日
的
、
市
坊
の
欣
勝
一
・
金
を
迩
加
す
る
を
得
べ
し
。

亦
'
常
に
不
安
な
る
仁
於
て
を
や
、
骨
叫
ん
悶
難
民
ふ
可
し
。
欧
州
諮
問
仁
於
け
る
閥
庫
金
取
扱
の
便
宜
斯
の
'
却
し
、

成
口
入
拡
以
上
中
央
銀
行
静
組
業
務
の
板
紙
を
叙
説
し
食
然
AJ
ば
米
閣
に
一
於
け
る
蹴
祝
む
如
何
二
万
来
米
仏
の
収
入

句会可・・ー ー』ー

. ‘  
、古‘、 f 鼻.
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秩
規
は
時
勢
の
鑓
越
に
伴
っ
て
欧
五
せ
ら
る
‘
、

E
少
な
を
は
中
央
銀
行
U
M附
階
よ
I

り
も
、
寧
ろ
銀
行
集
中
制
皮
の
存

一
方
に
級
伸
明
制
肢
の
快
紡
と
し
て
、
終
授
は
収
入
の
欣
撚
せ
含
る
結
果
、
資
金
の
漣
加
に
故
障
生
生
切
な
り

br符
歩
、

を
顧
慮
ω
ヒ
ボ
/
し
て
配
給
サ
γ
わ
る
、
M
V

故
に
、
寂
々
山
附
庫
金
一
郎
弘
米
凶
仁
於
て
、
中
央
銀
行
が
業
資
金
を
最
弘
康
く
…

残
高
の
潜
械
を
醤
し
く
し
、
以
下
千
九
百
五
年
乃
さ
T
九
一
般
仁
円
分
配
せ
ん
と
す
る
仁
綜
、
抑
制
て
の
地
方
に
散
抗
す
る

百
八
年
に
於
て
は
、
北
残
高
熔
加
し
て
、
禁
猟
側
一
一
一
閣
に
一
・
七
千
の
倒
立
銀
行
敢
仁
)
前
五
千
の
州
立
銀
行
仁
一
貸
付
を

於
け
る
残
高
の
最
高
級
金
…
川
以
上
に
卒
。
し
税
な
ら
o
斯
一
匁
す
の
必
要
あ
る
可
し
o
然
が
も
銀
行
以
如
何
-
に
し
て
、
各

ゐ
事
情
の
下
に
於
て
米
関
中
央
銀
行
綜
、
‘
如
何
に
し
て
此
一
銀
行
K-m
到
す
る
貸
付
制
皆
獄
、
強
制
川
仰
の
絞
定
ぷ
ぴ
資
金
問

莫
大
な
る
刺
俗
金
b
z
m
m
m
せ
ん
と
す
る
か
、
同
よ
J

り
税
在
一
一
枚
的
方
法
税
皮
依
す
ゲ
定
ひ
一
可
を
や
。
何
れ
の
鮪
よ
J

り
す
る

資
金
供
給
の
上
ょ
ん
見
れ
ば
、
持
地
方
久
各
人
の
問

K
此
一
弘
、
中
央
銀
行
に
於
け
る
閥
庫
金
取
扱
の
職
務
以
不
協
の

残
高
に
濁
し
て
相
皆
の
需
要
を
存
ず
可
し
Eζ

縦
省
、
底
抜
批
許
を
免
れ
ぎ
る
可
し
。
或
料
税
行
側
庫
制
渋
の
下
仁
於

に
此
需
M
A
仁
勝
甘
ん
ー
し
す
る
仁
川
い
中
央
銀
行
以
多
数
の
文
け
る
よ
し
同
一
の
方
、
訟
ド
ト
依
て
、
岡
山
郎
金
合
分
配
す
る
の
か
旬

応
を
宥
叫
に
や
C

る
可
か
ら
や
J

、
義
仁
英
断
附
銀
行
の
例
を
引
抄
な
お
己
仁
非
合
る
も
、
斯
く
て
以
税
行
制
度
と
大
差
あ
ゐ
bv-

し
て
、
米
闘
中
央
銀
行
の
有
ナ
可
を
文
応
の
数
ケ
グ
・
一
感
げ
見
守
、
加
入
現
行
制
度
に
修
正
配
加
ヘ
、
大
政
卿

εし
て
、

化
る
が
、
此
坊
ム
げ
に
於
て
は
之
宏
締
期
す
J

る
を
制
作
-VJo

輩
戒
ゐ
一
定
の
場
人
wrJ
必
ホ
ノ
剰
俗
側
関
節
ふ
放
を
倒
立
銀
行
広
預

し
英
側
仁
於
子
、
、

M
O
銀
行
拡
北
一
本
掠
子
伶
一
敦
仁
…
梢
へ
、
数
托
せ
し
ひ
ゐ
官
学
tr一
然
す
ρ
U
A
ぬ
れ
亦
今
日
の
制
度
に
刻
し
て

千
の
文
応
T
各
地
方
仁
有
す
る
ル
マ
円
以
て
、
仮
令
ひ
英
関
銀
若
し
を
差
別
b
t
存
せ
診
る
な
ん
〆
O

行
自
身
の
支
応
数
以
少
な
を
号
、
倫
敦
諸
銀
行
に
刻
す
る
次
に
、
紙
幣
の
仰
紡
白
・
在
伝
、
一
般
に
金
融
上
の
疾
的

資
金
の
納
治
m
杯
、
秘
て
文
応
制
度
の
効
果
仁
一
依
て
ふ
岡
一
症
を
救
給
ず
る
荷
能
擦
を
以
て
日
せ
ら
れ
、
叉
中
央
銀
行

般
じ
融
過
の
僚
を
供
す
る
仁
変
る
下
院
し
、
米
関
仁
於
て
綜
吐
い
事
仁
蛍
ゐ
最
号
越
蛍
の
機
関
と
日
比
倣
3
る
、
草
刈
も
の
L

雑
、

鈴t
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如
し
、
然
れ
ど
悲
!
紙
般
市
上
伸
縮
せ
し
A

げ
る
の
織
は
、
常
乙
之
将
司
切
な
ら
歩
、
若
し
H
U
中
央
銀
行
が
紙
倣
仰
の
夜
行
を

に
、
絡
部
的
じ
、
巾
央
銀
行
の
職
務
に
非
安
、
況
に
英
闘
行
は
ん
わ
、
紙
般
市
に
対
ナ
7
0
需
要
以
、
車
に
炭
蕗
物
出
細

銀
行
の
如
、
注
、
紙
燃
の
増
殺
を
匁
3
ん
と
す
る
に
は
、
同
一
の
時
期
並
に
是
等
地
方
の
銀
行
の
み
に
限
ら
れ
安
、
一
鋭

何
伐
の
金
一
官
、
金
塊
泳
備
を
袈
し
、
共
他
の
諸
闘
に
於
℃
号
、
一
行
が
、
紙
幣
緩
行
公
務
占
せ
ん
か
、
紙
紛
以
多
数
競
め
ず
銀

紙
幣
の
仙
抑
制
仁
多
少
の
制
限
P
付
せ
グ
ゐ
替
の
な
舎
を
以
一
行
が
務
行
ず
る
場
合
に
於
け
る
よ

b
弘
、
刊
日
常
の
山
川
会
な

て
、
一
般
会
斌
ふ
古
川
何
ぺ
し
。
今
紙
敵
刷
協
汲
の
欣
訟
を
見
る
で
'
心
資
格
-E端
ヘ
、
防
て
預
金
に
針
ナ
入
門
準
備
金
と
し
て
、

に
、
側
関
に
於
て
小
初
予
制
皮
の
北
町
及
什
」
合
ふ
結
果
、
紙
一
利
用
せ
ら
れ
、
谷
銀
行
以
紙
幣
に
封
す
ソ
心
得
一
裂
を
増
加
ず

幣
流
通
平
均
一
向
は
年
々
滑
加
し
、
近
滑
に
於
て
は
幾
ん
ど
一
る
が
故
仁
、
中
央
銀
行
は
各
銀
行
聞
に
於
け
ふ
割
台
を
定

五
十
億
訟
に
汲
ん
と
し
、
お
最
大
流
通
山
口
同
左
最
小
流
混
一
尚
一
ひ
る
に
困
難
乞
戚
ザ
タ
」
る
を
件
下
/
0

識
は
紙
幣
を
・
部
備
金

と
の
発
は
五
低
法
に
弘
及
ぺ
1

り
、
而
し
て
米
関
に
於
て
は
一
に
充
つ
る
は
法
令
の
斌
定
を
以
て
之
宮
叫
銭
安
る
乙
と
あ
'
り

小
m
切
手
続
滋
地
日
及
せ
J

り
s
と
総
省
、
何
ほ
秋
季
に
於
け
る
良
一
と
す
る
号
、
ぬ
附
ほ
紙
幣
は
、
従
来
統
滋
の
凶
却
に
供
せ
ら
れ
れ

践
物
別
組
と
共
に
、
資
金
に
到
す
る
需
要
を
喫
起
し
、
最
近
一
た
る
貨
幣
に
代
っ
て
流
通
に
供
せ
ら
れ
、
而
し
て
此
貨
物

十
年
間
に
於
け
る
倒
立
銀
行
の
報
告
に
徴
す
る
に
、
共
額
一
は
、
路
備
金
と
し
て
利
用
せ
ら
る
、
仁
涜
リ
?
乞
以
て
紙
幣

は
幾
ん
ど
五
千
高
山
"
に
上
る

t
潟
ふ
、
左
れ
ば
米
川
金
融
一
に
封
ず
る
需
要
は
決
し
て
減
歩
る
に
淫
ら
合
る
可
し
。

季
節
に
於
け
み
資
金
の
議
裂
は
、
俊
に
例
蘭
W
銀
行
の
紙
一
街
路
、
紙
格
統
誕
の
統
況
に
影
凶
作
を
及
ぼ
す
堂
一
一
袋
の
事

幣
殺
行
制
限
の
以
内
に
お
f

り
、
随
て
倣
倒
同
様
の
制
皮
、
乞
一
一
刻
、
ぶ
一
間
仁
一
於
け
る
小
初
予
流
地
の
有
無
多
少
仁
し
て
、

以
て
、
之
に
賂
ポ
ノ
る
宏
得
ペ
き
が
如
し
、
然
れ
ど
も
前
鴻
せ
一
刻
仰
の
如
さ
小
川
切
手
制
度
普
及
せ
含
ゐ
闘
に
於
て
は
、
減

る
米
側
支
山
川
制
度
印
私
銀
行
集
中
制
度
の
不
備
は
援
に
英
金
の
増
減
は
常
に
現
金
、
識
は
紙
鮮
の
仲
総
に
依
て
定
ま

携
を
現
ば
し
、
各
農
産
物
出
畑
地
方
仁
資
金
を
供
給
す
る
る
仁
反
し
~
小
初
手
制
皮
普
及
せ
る
英
米
に
於
て
ね
、
預

ケ5

金
の
幾
効
は
貸
付
の
増
減
に
依
て
定
ま
る
を
以
て
、
術
逸
な
ら
し
り
る
の
殺
呆
あ
れ
ば
な
640
岡
よ
1

り
預
金
銀
行
後

の
銀
行
に
於
て
は
一
向
割
引
に
依
て
、
中
央
銀
行
ょ
・
0
得
、
文
法
せ
診
る
闘
に
於
て
は
紙
幣
の
伸
縮
J

日
夜
な
る
は
n
M
6
肝

る
紙
幣
の
高
の
み
が
、
其
貸
付
能
力
を
表
示
す
る
に
一
以
し
、
要
な
る
可
し
と
機
宅
、
米
闘
の
・
加
を
事
情
の
呉
な
る
告
の

米
閣
に
於
丈
は
信
用
貸
付
の
利
用
せ
ら
る
h

総
巣
、
一
般
に
於
て
は
、
信
用
機
張
の
必
一
決
よ
ιリ
は
寧
ろ
税
制
改
替
の

に
紙
幣
は
、
流
通
貨
物
に
代
っ
て
、
徐
備
金
と
し
て
用
ぴ
俊
れ
る
仁
若
hv
歩
、
彼
の
季
節
的
需
一
裂
に
路
下
る
が
如
営
、

ら
れ
、
之
に
地
内
借
す
る
預
金
を
文
ヘ
、
以
て
鶴
業
資
金
を
各
銀
行
が
常
に
貸
付
の
ふ
…
能
力
を
恭
一
く
3
ヂ
し
て
、
共
一

躍
に
、
ず
る
含
得
ぺ
し
。
斯
る
事
情
の
下
に
て
は
、
一
皮
伏
、
部
を
期
間
保
し
般
か
ん
か
、
自
ら
目
的
を
泌
す
る
を
得
ぺ
し
。

議

行

せ

ら

れ

た

る

紙

併

の

同

牧

は

、

中

央

銀

行

が

貸

出

生

一

(

次

俄

完

結

)

収
納
ナ
る
に
非
ダ
れ
ば
、
之
'Z
潟
ず
乙
と
難
く
、
然
減
、
共
…

牧
紛
は
金
融
界
十
}
撹
乱
す
る
を
以
て
、
紙
般
の
迅
綾
な
る
~

問
牧
を
得
る
乙
よ
し
困
難
な
ι
リo
母
・
り
ば
鎖
全
信
用
制
皮
の
…

援
態
せ
る
闘
に
於
け
る
中
央
銀
行
の
紙
紛
議
行
は
、
常
に
一

膨
脹
対
一
殺
の
傾
向
を
有
す
る
"
も
の
仁
し
て
、
慾
に
は
金
融
一

界
に
多
大
の
踊
容
を
疏
ず
に
歪
る
可
し
。
治
問
ほ
資
金
に
針
…

ず
る
季
節
的
一
市
裂
に
針
し
、
紙
幣
の
夜
行
を
伸
縮
自
在
な
…

ら
し
む
る
は
一
利
一
害
・
の
存
ず
る
4

も
の
な
b
。
蓋
し
預
金
一

は
要
求
挑
の
佼
務
な
れ
ば
、
四
時
の
取
付
は
却
て
銀
行
栄
一

者
を
し
て
克
く
此
事
資
守
了
解
せ
し
め
、
防
て
英
準
備
金

及
ぴ
綴
畿
の
方
法
に
闘
し
て
、
銀
行
業
者
の
用
意
を
周
到

ιコ
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